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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 37 年 3 月
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3177分の L地質図望摩 周 湖(網走一第 61 号)

北海道立地ード資椋調査所

北海道技師 国府谷盛 明

同 松 井 公平

同 1巨てノtρT パ1 11l 係、本汁

北海道嘱託安藤 久 男

はしがき

この凶幅説明書は，昭和 34 年から昭和 35 年にわたる 2 年間の野外調査をもとにし

て，とりまとめたものである。

野外調査は，昭和 34 年 11 月に開始したが，その際には，調査担当者が全員行動を

ともに，野外で討論を重ねた今それをもとにして，昭和 35 年には，地域をわけて調査

した。図幅地域の東部およびアタクッチャ川流域は国府谷が，東部のパウシベツ川流

域は松井が，摩周湖畔は，国府谷と松井が，それぞれ調査したっまた，長谷川は摩周

西部と仁田地域を，安藤は札鶴川流域を，それぞれ分担調査した、なお，モシベツ流

域については，斎藤昌之地質鉱床課長の調査資料をいただき，討論にも参加していた

だし、fこ。

この凶l隔地域は，阿寒・摩周国立公l習で釘名な摩町湖を含んでおり，火山および火

山地形については，田中館秀三，火山については，勝井義雄らの詳細な研究がある ο

さらに表層の火山灰については，山田忍の詳細な研究があるつこれらの成果は，この

凶幅作成にあたって，ひじように参考になったっ

l並幅地域の東南都には，広く干同な台地が発達しているが，わずかに，養老牛に村

落がみられるだけで，荒漢としている。しかし近年になり，カラ松を中心にした，

植林が大規模に進められている。

-1-



この地域は，ほとんど‘全域にわたって，新期の火山灰でおおわれている c したがっ

て，この地域の開拓や森林開発にあたっては，気候条件とともに，表層地質が重要な

意味をもっつしたがって，この閃幅調査では，表層の地質を明らかにすることに努力

したが，調査期間が短かかったことに加えて，土壌に関する専門的知識を必要とする

など，今までの地質調査とは，かなり違った側面が多かったので，十分に明らかにす

ることができなかったc なお，地質凶の表現にさいしては，新期火山灰が全域をおお

っているために，一部ではこの火山灰をはいで表現しである。そのほかの第四紀の地

層についても，全体にうすい地層であるために，こちょうしたものもあり，実際には，

存在していても表現できなく省略したところもある c その点は，できるだけ説明書の

中でおぎなうように努めたとだが，十分に表現し尽くしたとはいえないし，省略した

のは主観的である，というそしりも，まぬがれることはできない。しかし，いままで

の地質凶の表現形式を用いる以1-:.あるていどやむをえなかった。その点は了解して

いただきたい。

報告にはし、るにさきだち，調査資料を提供された斎藤昌之地質鉱床課長，野外調査

にあたって，いろいろと便宜をはかつていただいた，弟子屈町役場，弟子屈営林署，

中標津営林署， 1青里営林署，虹別ふ化場，美留和ふ化場の各位に感謝するつ

I 位置および交通

この凶l隔のしめる地域は，知床半島の基部にあたる脊梁部と，南方は，根釧原野に

連らなる台地とからなっている。阿京・摩周回立公開の一つである摩周湖も，この凶

III長にはし、ってし、る c

てしかか

行政的には，北部は斜里郡清里町，東部は標津郡中標津町，西南部は川上部弟子屈

しベち?

町および標茶町にそれぞれわかれている c 村落は養老牛付近にみられるだけで，その

ほかは，わずかに農家が点在しているにすぎない。

交通機関としては，この凶幅以外の西部に，国鉄釧網線が通じているが，凶幅内に

は，パス線路がみられるだけである c それも弟子屈町より，摩周j胡の西側を通って川

渇にいたる観光バスのほかは，計根別より養老牛祖泉tこいたるパスが運行しているだ

けで，交通はきわめて不便であるごなお近年，植林のために虹別およびケネカ川中流

付近，北部では，札鶴川にそって，哀摩周にいたる林道が聞かれ，木村搬出などに利

用されている c

-2-
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II地形

この凶 i隔地域は， I雪印 Ii可から東北東へ連なる，いわゆる千島弧に属し，道東地域の

脊梁部にあたっているコしたがって，この凶隔地 j或の地形は，火 III 地形で特徴づけら

れる脊浪部山地と，脊梁剖:山地で、南北にわけられた平坦な台地とに，大別される 3

まず脊架部の地形についてのベるつ大きくみると，この地域の両市丙から東北東べ，

開高 700m 前後の III 肢として，摩周火， 11 ，標津 I! I，標津岳が連なっている c しかし

この凶幅地域では，切峯両|司でもうかがわれるように，この大きな千島弧にそった構

造に対して，ほぼ直角にこれをきる，北ょ jヒ西 -T 卒j南東方向の地形の変りめがあるコす

なわち，摩周火山と，その東側に連なる山塊との間に，原 I~~ 400m 前後の平坦な地形

が，脊梁部にくいこんで党 J主し，東側の III 塊とは念、な斜面で接しているヴこの点につい

-3-
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第 2図 切峰面図

ては，後にのべるが，ほかの脊梁部は，摩周火山，標津UJ，標津岳などの，いわゆる

火山地形を呈している。これらの火山地形のうち，もっともいちじるしく侵蝕され，

解析されているのは，標津山であり，次いで標津岳である。両山休の山陵部では，熔

岩流を基本にした，比較的ゆるい平坦な斜面をわずかにとどめてはいるが，いずれも，

河川の侵蝕が進んで，かなり上流部まで，この凶幅地域の基盤をなす結色凝灰岩層を

露出しているコまた，脊梁部の南側で，これらの熔岩流におおわれていない地域では，

基盤のシタパノボリ熔岩が侵蝕作用に抗して，急、な山腹斜面をもっ浅丘地形を，脊梁

方向にそって点々と残している。

摩周火山は，摩周をとりまく諸峰と，カムイヌプリ岳，西別岳を含む，一連の火山

作用によるものであるc 摩周湖は，長径7.5km，短径5.5kmのほぼ楕円形のカルデ

ラ湖であるコカノレデ、ラ壁は，標高500mないし700mの高さで，急な崖で湖水にのぞ

- 4 -



んでいる σ 湖面の高さは標高

351m で，湖水の長深珂;は 208

m (田 I ド館秀三)に達するが，

こ σ〕NvJ氏は比較的干Hlである

カルテラ湖には，流入する川

も，排水する川もないc かって

は，パイカノし i'明を凌いで，最大

透明度 41.6 m (1931) を示して

いたc 問およびl河北のカルデヲ

r，~は，摩町火 IIIの各俗 ~-iで構成

主れ亡いるので， ，~，1iJ麦なi1':-Cili，ij

水にのぞんでいるが，北東H主は，

屈斜路熔結凝灰岩および fir] 軒

干SJ醤で構成されているので，相j

対的l こし、ちじるしく侵蝕され，

解析されている c そのため湖畔

には，数 m ないし 10 数 m の Ij)長

喪
主
魁

'
Oけ
吋
兵
三
巴
丸h
H
n
」
\
イ
宍

で，湖水面より，およそ 50cm

の高さで，湖成堆積物の砂礁に
図
何
一
蹴 よる平坦面が作られている。さ

らに，この平坦面は， 11胡 if線よ

り，約 20-30m の幅で，ゆるい

傾斜で続き，その先で，急な;'J~

となって湖底にむかっているの

これに対し，南西部では，安山

岩の巨喋からなっているので，

わずかに平坦面を作っている

が，ほとんど発達していない。

また，カムイシュ島でも，島を

とりまいて，湖面より約 80mの

-!1-



高さで， 2--3m のi幅で礁を堆積しているつこの堆積物の!iij出は，約 30コの2、傾斜で湖

面に没している。これらの湖成堆積物は，摩周湖形成以降の段蝕作用と，湖水面の変

異を示している。東南側は，摩周湖形成後のカムイヌプリ火山の活動で，カノL デ、ラ立を

は，おおいかくされ，これに変ってカムイヌブリの山腹が直接湖水にのぞんでいるコ

このような摩周湖をいだいている摩周火山は，基底の直径が 15km にもおよび，標

高 700m のゆるい山体をなしているっすでにのべた標津岳などに比較すると，投射状

谷の名残りをとどめてはいるが，すでに複雑な流路になっているつこれらの肢射状谷

は，すでに複雑化し新期火山灰におおわれているものの，まだ定状流をみるにいた

っていないっわずかに，磯分内川上流，ケネカ川の支流では，標高約 400m より低い

ところにかぎって，湧7](を源として定常流がみられるにすぎない。

カムイヌプリ岳は，摩周湖の東南のカルデラ内に生じた火山で， ~U体は，急、峻な円

錐形をなして，カルデ、ラ壁をおおっている。標高 858m の山休で，山頂には，直佳約

2km のほぼ円形の火口がみられるっ北部では，およそ 500m に達する火口壁をもっ

ているつ火口底は，標高 363m で，崖錐によっておおわれているつカムイシュ島は，

摩周湖のほぼ中央にあり，長さ 110m，幅 40m，高さ 25m の熔岩からなる島で，一

種の熔岩円頂丘であると考えられる。

つぎに，脊梁部で南北にわけられた，広く発達している平坦な台地の地形について
とんぜん

のベるつ脊梁山塊の東南部には，根釧原野につづく広い台地が発達している。この干

坦面は，この図幅域外の磯分内図l隔，計根別図幅，中標津図幅によく発達しているも

のであるが，この図幅j或内では，養老牛より南によく発達している。養老牛付近で

は，標高 180m の高さで平坦面がみられるが，脊梁部に近いため，ゆるく北にむかつ

て，平坦面は上昇し，養老牛の北側では，標高 240m までは連続している。この平坦

面は，磯分内図幅，計根別凶幅の標高 140 m--120ill の面に続くものである。なお，

この面の性格については，この地域ではあまり発達していないので，正確にのべるこ

とができない。さらに根室方面に面を追跡する必要がある。この図幅域で，もっとも

特徴のある点は，すでに脊梁でのべたように，ケネカ川にそう，ゆるい斜面が脊梁部

にくいこんでいることである σ 養老牛付近から，平坦面を追っていくと，全く地形的

な変換面もなく，このゆるい，起伏の少ない斜面につながってしまい，この斜面は，

脊梁にむかつて次第に高度をまし標高 400m の高さまで続くことである。さらに脊

梁部をこえた北側では， じよじょに高度を下げて，札鶴川流域に発達している，斜里
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1Tr 同]111討の際，t';j 140m 前後の面に連なる。地質のゆ{でものべるが， lrJ/mの 140m iJ ij 後か

ら 180m にし、たる両の上にも，また rf栄却にくい込むゆるい示、fl可にも，{:山砂)国が堆

積している。さらに， {f浪部をこえて， ~ヒ部にも， 1二回 (I少)首を j白川、することができる。

また，斜里岳凶II屈では， I寸同準の札鶴層がこの l白1の上にJi4~相している。以上のように，

有梁却の|告側の養老牛付近に発注する標l旬 180m の半担面が， tf:北部をこえて北側に

まで， →連のものとして続くことが，地形J:，最も 4 、~. 1:肢のある点であるつ

iJ(系は，有法:自IIに阪を発して， ~tおよび市に流路をとっているつこの地域で，特徴

的なことは，摩町!火山に阪を発するものを除いては，おおむね北北西-lyeJ十り東方向の

流路で，脊浪部を横断している構造にほぼ、F:?T していることである。北部で‘は，オニ

セッブJII ， 十L餌 III，アタグッチャ JIIが，ともに北北西に流れ，アタクァチャJl I は，科

3Il-h'凶lii 討の iお日;で，ふ、に me 路を I]可にかえ Cいる j有似ては， II 七.j jjlj)Ii ，ケネカ JII ， カン

ジウシ JII ， パウシベツ Ill ，モシベツ川などが，いずれも!布市東方向に流れ， ['S IIII 日域外

でそれぞれ合流し，辺、に進路を東にとって，東 l有性の /J( 系を形成している。

III 地質

III.l 地質概要

この地 j戒を構成しているものは，新第三紀の地層とそれ U、後の地層，および火山右

煩であるコ

新指三紀の地層は，ブロピライト，緑色凝灰岩 ， i疑!火質.J. U'} で構成されているっパ

ウシベツ)昔，行英相面右からなるシタパノボリ熔自および泥E;.，軽ィ 1質凝 ):K~;' をとも

なう泥質.J.{およりなるタテクンナイ屑であるつこれらの地層は，凶!隔地域の基盤を構

成している地層であるつブロピライトと緑色 i疑lY< ti 煩は，いわゆる千品孤にそって分

布しているクリーン・タフであり，知j，f(半 J斗の基盤に連なるものである。これらの各

地層は，脊栄部に近い，侵伸、の進んだ川床に，わずかに露出しているに過ぎない。

新第三紀以降の地層としては，新第三紀剤一新世か，あるいは第四紀洪積世かと考え

られる，脊浪部の i活火山右と火 III 砕屑岩，第四紀洪積世の屈斜路火 IlJ ，摩川火山の火

III 活動にともなう，火 Illb' と火山砕肘む，および，第四紀の各地層である。

有沼部を構成しているものは，ム 679.1 ill 熔岩， アタクッチャ熔岩，際津山熔右，

・ 677m 熔右，標津岳熔半 J- であるつお買は，ともに普通輝行安山間である。

屈斜路火山の火 1[1 活動にともなうものは，次の通りであるコケネカ熔品 ill 疑!日 eli は，
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ケネカ川ぞいに分布している，百灰色のしそ輝イi安山右質のものである。第 1 展~台

熔結凝灰計は，江~ 1 展唱f?の f，および，この凶幅外であるが，摩周火山の同麓に広

く分布しているつ右nは，汗通輝石しそ輝石石英安山自質のものである c 屈斜路熔結

凝灰岩，および屈斜路軽石)習は，摩hr，iNiIJの北岸に分布しているもので，合普通輝行し

そ輝石石英安山口11のものであるハともに，上札鶴帽によって不整合におおわれてい

る。

p¥'周火山の活動にともなうものは，次の通りであるむ同日IJ岳熔岩は， j~~別岳の山作

を形成しているもので，合かんらん行持通輝行しそ輝行安山岩である。摩周P;O 熔む

から序周:X~6 熔岩までの，各熔山および火山砕屑右類は，摩周火山の山休を作るもの

であるっ大部分は汗通御行しそ陣行安山口であるが，一部には，合かんらん行普通輝

石しそ輝行安I !JT'T をともなっている寸モシベツ軽{j層は，モシベツ川イ、J)1に!よく分布

しているつ附灰色の充泡のわるい軒~i を主としている 1'611脳外にも広く分布してお

り，弟子四付近では， s}~J し、熔市/i fF用をうけている。岩質はしそ輝行石英安山岩質のも

のである〔カムイシュ向熔右は，摩1M カルテラの形成後，カルデラの中にできた熔岩

円頂任で，合:汗通輝行しそ輝行'it.:III{'~である i古里熔結凝灰岩は，札鶴 JII ，アタグッ

チャ川流域に広く分布しているつひじようにカラス質の，合普通輝石しそ輝石安山岩

質のものであるつこれらの件火 III および火山砕屑岩煩は， L旧砂層に，いずれも，不

整合におおわれている τ 仁田砂層は，相砂および細礁よりなり，分級作用をうけ，層

理がよく発注しているわ仁田層は，隣寂する斜里岳凶幅の， 100m 前後の丘陵性台地

に分布している礼的屑に対比されるものであると l この地 j戎では，摩周火 ill と標津 III と

の間の平坦地をおおって，市北に連なっている。

摩周カルデラの形成に引き続し、て，カルデラの東南の内側に，カムイヌプリ岳の火

山活動がはじまった。これは，カムイヌブリ岳第 1，第 2 j脊計で構成されている。とも

に普通輝石しそ踏石安山岩であるちこれらの活動の時代は，ほかの堆積岩との関係が

不明なので，洪碕 l吐に属するか，沖積 i吐に属するか，明らかでない。

沖積 tit に属するものは，カムイヌプリ軽石層，および，新期火山灰である。カムイ

ヌプリ軒ー石層は，カムイヌプリ岳の周辺に分布しており，降下軽石層である c しかし

カムイヌプリ岳の丙麓では ， f存結作用が進み，黒色の厚い力、ラスが形成されている。

新期火山灰は，この地域のほとんど全域をおおっているもので，火山灰と軽石で構成

されているつ従来は，摩町統火山灰といわれていたものであるが，筆者らは，それら
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の大半は，カムイヌブリ岳火\\1 のPlUB杓と考えている c

うえにのべた，各地層および岩石は，すべて新期火jllfXにおおわれており，相互の

しかしいちおう招 1 夫のように総括
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IV 新第三紀

この地域に発達している新第三紀層は，露出がひじように断片的であるので，各岩

層の相互の関係は，不明な点が多いっプロピライトと緑色凝灰岩を主体とした，パウ

シベツ層と，パウシベツ層の堆積に多少遅れて，この地層に;丘入し，さらに脊梁部の

南部に広く溶岩流として，流出した石英粗面岩よりなる，シタパノボリ溶岩，および

泥岩を主体とした，タテクンナイ層がこの地域の新第三紀層であるコ

IV.1 パウシベツ層

この地層は，モシベツ川，パウシベツ川，およびアタクッチャ川の上流流域に分布

しているつ図幅地域では，主としてプロピライトが広く分布しており，緑色凝灰岩お

よび頁岩は比較的少ない。しかも地層の走向，傾斜を測定できるところが限られてい

るので，この地層の構造を正確にあらわすことはできない。しかし，この地域の全体

的な分布をみると，脊梁部地域では，暗緑色のプロピライトが主に露出しており，市

に向うにしたがって，緑色凝灰岩と頁岩が多くなる。走向，傾斜からみると，ゆるい

摺曲をしているが，全体には，南部ほど上部位)暑が分布しているコ

プロピライトは，モシベツ川上流，パウシベツ川，アタクッチャ川上流地域に分布

しているっ暗緑色を呈する， ~致密な輝石安山岩質のものである。

緑色凝灰岩は，パウシベツ川中流，養老牛温泉付近，アタクッチャJIl中流などに分

布している 3 岩質は，粗詣で，陥緑色ないしは緑灰色を呈し，いちじるしくプロピラ

イト化した輝石安山岩の角礁を保有しているつ一般に塊状であるが，パウシベツ川中

流では，灰緑色を呈し，ほとんど安山岩の角喋はなく， H- 状に圧しつぶされた軽石片

を多量にもった，片状構造の発達したものがみられるつさらに，一部では，石英粒を

含み，粗面岩質凝灰岩起源のものがみられるつこれは，パウシベツ層間で，下位から

上位へと火成活動の変化をしめしている。

主岩は，凝灰質のものであり，淡黄色を呈しわずかに，シタパノボリ山の東側に

露相しているつこの頁岩は，パウシベツ層の上部に，大きなレンズ状にはし、るものと

みられる。

IV.2 シタパノポリ熔岩

この岩石は，脊梁部の南側に広く分布しており，地形のところでのべたように，一

見ネック状の，特異な残丘地形をしめしているものであるつシタパノボリ山， A680.2
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m 峰，ム 698.5 m 時，および|斗 l幅河南部の仁田山付近などに分布している。この地域

では，前記の緑色凝灰岩類との関係、は直接はみられないc モシベツ川の上流で，わず

かに，河床に露出がみられるが，ほかのところでは，禄色凝灰岩の上位にみられる。

また，隣接する斜里岳凶隔では，同質とみられる石英粗面岩が，緑色凝灰岩を岩脈状

に貫いているっこれらの点から，この石英粗面岩f J:， _.部は緑色凝灰岩を貫ぬき，前

記の諸岩をおおっているものと考えられる。

シタパノボリ熔岩は，ネパダイト質のもので，石英および科長石の斑品が大きい。

ときには，数 mm 以上に達する，大型の斑品がみられる。多くの場合黄鉄鉱の鉱染が

みられる。

鏡下では，斑品としては.石英および斜長石がみとめられるが，有色鉱物は，す

べて/皮質してみられないヶ石失は融蝕形を註する。斜長石は，卓状ないし長柱状を

呈 L，概して新鮮なものが多し、つしかし，なかには変質し，絹雲母，緑泥石および

曹長石の微細な集合体にかわっているものもみられるむ有色鉱物は緑泥石および褐

鉄鉱様鉱物で置換えられているが，外形から，角閃石と推定される。斑状構造がい

ちじるしい l 石基は，主としてガラスであるが，絹雲母，緑泥石および炭酸塩鉱物

の微細な集合体に変質している c

IV.3 タテクンナイ層

この地層は，札鶴川にそった， ~L 札鶴付近および上流の j口I床と川岸に，わずかに露

出しているだけである c 下位の地層との関係はこの地域ではわからないコしかし，ア

タク、ソチャ川の支流のごく小さな語頭では，類似した凝灰質頁岩が，パウシベツ層の

軽石1]-を多量にもち， ?炎灰結色を呈する緑色凝灰岩の r:位に，整合にのっているのが

観察された(

一般に，淡黄褐色ないし灰白色を呈する凝灰質丘岩と軽石質凝灰岩で構成されてい

る p 以上のような産状と岩質から，隣接する斜里岳凶|隔のタテグンナイ層に相当する

ものと考えられるので，ここでは，タテクンナイ層として記載したっ

IV.4 脈告

脈むは，カンジウシ川上流のほか，養{£午尚泉の付近やパウシベツ川の中流などに

も，幅数!O em のものがみられる 7 一部は，地質|叫へ記入を省略した。これらはとも

に，パウシベツ層 r tJ に岩脈状に貫入しているもので，上位の第三紀または第四紀の溶

岩や地層によって不#ー合におおわれているぺ黒色を呈し，椴密な岩石で，細粒な玄武

岩であるが，部分的には，粗粒ぷく武岩質のものになる。この脈岩は，隣接する武佐鼠
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図幅の横牛川層を貫ぬく，金山粗粒玄武岩に類似し，さらに，東北の知床半島の基部

に岩床状に分布する粗粒玄武岩にもよく類似しているものである。

鏡下では，斑晶は，普通輝石，斜長石である。普通輝石は，粒状で自形~半白形

を呈し， O.lmm~O.2mm である。斜長石は， O.2mm で半白形，長柱状ないし短

柵状を呈する。一般に新鮮な斑晶であるが，勢聞にそって，虫喰い状に，黄褐色等

方性物質を生じている。普通輝石よりやや少ない。石基は，針状の斜長石，微細な

粒状の普通輝石，少量の磁鉄鉱よりなり，間粒状構造を示すっ

V 新第三紀~第四紀

この時代に属するものは，脊稜部に分布する火山岩類および火山砕屑、岩類で，標津

岳，標津山などを構成している。すべて火山岩で，正常の堆積物をともなっていない。

また，分布地域が，脊梁部で‘あるので，段丘などとの関係もわからない。したがって，

時代を確定することはむつかしい。

すでに地形の項でのべたように，脊梁山地は，いちじるしく解析されており，各熔

岩は，おもに山陵部にのみ残されているものである。この山稜部は，熔岩流の流理面

を基本としたと考えられる平坦な地形がみられるが，この地形だけに，わずかに火山

地形の名残りがとどめられているにすぎない。また，水系も，南北性の構造に支配さ

れたものであり，放射状谷の名残りをとどめていない。すなわち，新しい火山の特徴

としてあげられる，山頂を中心として，四方に流下する，山体表層を侵蝕する河川段

うや

階を過ぎ，より下部の地質構造に支配された水系の段階にし、たっている。また，構成

している岩石も，多かれ少なかれ，多少の高質作用をうけている。したがって，その

時代を確定することはできないが，第三紀鮮新世末か，あるいは第四紀洪積世の初頭

と考えられるので，この図幅説明書では，いちおう，第三紀~第四紀の火山活動の産

物として取り扱った。

V.1 ｣679.1m 熔岩

図幅の北側，札鶴川とアタクッチャ川支流との聞の，高地を形成するもので， 679.1

ヰ 地形だけで，時代をきめることは，ひじように危険であるつしかし，関東ローム研

究グループで，洪積世初期の火山活動として，ほぼ確認された，愛鷹山火山(多摩

ローム期~下末吉ローム期)の水系をみると，明らかに，放射状谷を基本とした水

系である。岩質および侵蝕作用の地域的な差などを考慮しでも，愛鷹山火山より古

い可能性は大きい。
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m の三角点の山などである。いちじるしく解析された山体で，一種の残丘地形であ

る。 独立した，山体をなしているので，ほかの地層との関係は不明である。 上位の新

期火山灰には，不整合におおわれているの暗褐色を早し，斑品が比較的粗粒な，塊状，

倣密な，普通輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下で、は，斑品は，斜長石〉しそ輝石〉普通輝石よりなるコ斜長石斑晶は， 2-3

mm の大型の斑品と， O.5mm 前後の小型な斑晶とからなり，自形を呈する。しそ

輝石斑品は， O.2mm 前後で自形ないし半白形を呈し，柱状あるいは，粒状である。

普通輝石は，しそ輝石斑品にくらべて，やや小型で，量も少なく，半白形を呈する。

比較的新鮮ではあるが，緑簾石の小粒集合体にかわっているものもある。斑状構造

をとり，填間組織よりなる。石基は，長針状斜長石，粒状の普通輝石，しそ輝石お

よび磁鉄鉱，ごく少量の燐灰石よりなる。

V.2 アタクッチャ熔岩

この岩石は，アタクッチャ川支流および， i)lI網線トンネル付近に分布している。下

位のパウシベツ層を不整合におおい，新期火山灰に不整合におおわれている。この熔

岩は勝井義雄により，屈斜路火山の外輪山熔岩とされているものである。一般に，暗

黒色を呈し，故密，中粒均質な普通輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下で、は，斑品は，斜長石〉しそ輝石普通輝石よりなる。斜長石斑品は， O.2mm

-O.3mm ていどのもので，白形~半白形を呈する。しそ輝石，昔通輝石は，ほぽ

等量で，粒状または，柱状で，半白形を呈する。石基は，粗粒で，ガラスは，ほと

んどなく，斜長石，しそ輝石，普通輝石および少量の磁鉄鉱よりなる。ややオフィ

ティック構造をしめす，玄武岩質安山岩である。

V.3 標津山溶岩

ム 846.7 mil 産を It1心として，存来部の山茂を広くおおっている熔岩で，ところによ

り，集塊岩をともなっている σ パウシベツ層を不整合におおい，標津岳熔岩におおわ

れている=暗黒色を呈し，ややカラス質で，版状節理がよく発達している。普通輝石

安山岩である。

鏡下では ， })f 品は，斜長石普通輝石よりなる ο 斜長石輝品は，臼形ないし半白

形を日し，一般に新鮮であるが，一部では，割れ目にそって，絹雲母・曹長石化し

ているコ普通輝石商品は，半白形を呈し，短柱状である。ともに斑品は少ないっ石

基は，細針状の斜長石，粒状の普通輝石，磁鉄鉱およびガラスよりなり，ピロタキ

シティック構造をしめすっ

V.4 ・ 677rn 熔岩
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標津岳の東側山稜に分布しているもので，パウシベツ層を不整合におおい，標津岳

熔岩におおわれている。時灰色を呈し，多孔質な，普通輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下では，斑品は， 斜長石〉しそ輝石三普通輝石よりなる c 斜長石斑品は， 0.5

mm-0.2mm 白形卓状を呈するのポイキリチックに，普通輝石および磁鉄鉱を包

かする。しそ輝石，普通輝石斑品は，ほぽ等量で，ともに，半白形，短柱状ないし

は，粒状を呈する。石基は，填問状構造をしめし，細い柱状斜長石，粒状~長柱状

の普通輝石，しそ輝石，粒状の磁鉄鉱，および，少量のガラスよりなる。

V.S 標津岳熔岩

この熔岩は，標津山の III 頂を形成しているものである。標津山熔岩，・ 677m 熔岩

をそれぞれおおっているの陪灰色で，やや多子 L質，粗粒な普通輝石しそ輝石安山右で

ある。

鏡下では， VI 品は， ;I( :j 長石>しそ輝石三普通輝石よりなるじ斜長石斑品は，約 0.5

mm に達し，白形~半白形，卓状を呈する。一部には，割れ目にそって，絹雲母・

曹長石化している。しそ輝石斑品と普通輝石斑品は，ほぼ等:量:で，半白形，短柱状

を呈するの一部には，周辺が，黄褐色の等方性物質に変質しているの

石基は，比較的粗粒で，填問状構造をしめし，しそ輝石，普通輝石および磁鉄鉱

よりなるつガラスは少量である。

VI 第四紀洪積世

第四紀洪積[1I:に属するものの大半は，火山岩および火山噴出物で，堆積岩はわずか

である n この H!i 代に属する火山岩および火山噴出物は，一部のものを除いて，屈斜路

火山の活動にともなうものと，摩周火山の活動にともなうものとに，大別することが

できるハ

摩周火山は，従来ーから，沖積世の火山と考えられているが，あとにのべるように，

筆者らは，が I~首位の活動と考えている。

Vr.l ケネカ熔結凝灰岩

この岩石は，ケネカJ1 1'tJ流，モシベツ川上流，および，養老牛i晶泉の南などに点在

し，川床， Jl I 岸などに，窓状に露出している。

露頭が少なく，分布地域も限られているので，実態は正確にわかっていないp した

がって，どの火山活動に結びっくものかは，不明である。

養老牛{品1泉の市では，パウシベツ層の紘色凝灰岩を不整合におおっており，現地形
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第 4 図 ケネカ惰結凝灰岩

には，完全にきられている また，ケネカ)[! Lfl流に分布するものは， 下位の地同との

関係は，不明であるが， (:田砂層でおおわれている c この凶III日地域では，わずかに分

布しているだけであるが，隣接する地域には!ム-く分布しているし中標津町市街地H，;立

にみられる熔結i疑l火岩とは，岩質も類似している r これらの分布減から推察すると，

恐らく，地形でのベた，この地域で、 140m 前後の台地に完達しているものと考えられ，

第四紀洪積 Ill:のものであることは間違いないであろう c

この惰結i疑fk. f':iは，陥青灰色の粗穏なおイ iで，安III 宕の角慌をもっている、合ィ i英

しそ輝行安山右目のものである

鏡伽ドでは， :EXt 品は， J;'\長石 しそ輝石 石英よりなり， -:f::i英粒は，まれにみるて

いどである、ネ'j 長石 m品は，卓:伏または，短柱状で半白形を旦するが ， iii] 緑は，わ

ずかに融蝕 G，角は丸味を帯びた形である c しそ輝石斑品は，ごく少量で，半白形

であるが，破砕され， n·状になって散点しているこ石英斑品も，岐砕J\ーである

ヌニi恭は，主として，ガラスからなり，知;色透明な，絹糸状のガラスが湾曲し，互

いにくっつき合い，その聞は，微細なダストで汚れたガラスによって埋められてい

る r 外米自~J 破昨日ーとして，軽石は，おしつぶされた形をとり，ガラスに変じているつ

また，安山岩映では，しそ輝石安山岩がみられ，この磁の石基を構成している，針

状の斜長行もいくらか変形し，もとのピロタキシティック構造を践し，重|状の京| 長
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石聞は，ガラスおよびトリディマイトで埋めた，安山岩片が多い。

VI.2 屈斜路火山活動にともなうもの

屈斜路火山は，隣接する，屈斜路図幅内に位置し，摩周火山の西に接しているっ広

大な，屈斜路湖をカルデ、ラとし，このカルデラをとりまく，藻琴山，サマッカヌプリ，

サマツケヌプリなどの諸山で形成されている。屈斜路火山については，岡村要蔵，田

中館秀三，勝井義雄らの詳細な研究がある。このカルデラの形成時期は，石川俊夫・

湊正雄により，上部洪積世と考えられている。この図幅域外にあるので，詳細につい

ては，なお不明であるが，摩周火山との関係から，あるいは上部洪積世以前となるの

かも知れない。

VI.2.1 第 1 展望台熔結凝灰岩

この岩石は，第 1 展望台の下，摩周カルデラ壁に露出している。つぎにのベる屈斜

路熔結凝灰岩とは，ほぼ同じ層準のものであるが，岩質の相違で，いちおう分類した。

この図幅域内では，第 1 展望台付近，札鶴川の一部に露出しているだけであるが，

隣接する屈斜路図中高では，第 3 展望台より，川湯にいたるパス路線，および道立釧路

拓殖実習場の北側山地などに広く分布している。

第 5 図 第 1 展望台熔結凝灰岩
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第 1 展望台の下では，摩周第 1 熔岩をおおって，摩周第 5 熔岩におおわれているコ

図幅域外の美留和付近では，鮮新世と考えられる安山岩を不整合におおっている。

この岩石は，暗灰色を呈し，比較的撤密，堅硬で，大まかな方状の節理が発達して

いる。一般に，外来岩片をもっているが，あまり多くない。普通輝わ-しそ輝石石英安

山岩質のものである。

鏡下で:'v;工，斑晶は，斜長石〉しそ輝石>普通輝石〉石英よりなる。ともに，破砕

片であるが，斜長石および石英は，わずかに融蝕し，丸味がかった外形をしめす。

斑品として，石英，普通輝石，しそ輝石の量は少ない。

石基は，微細な石英破片とひきのばされ，湾曲したガラスを主としており，とこ

ろによっては，黄褐色のダストにより，いちじるしく汚されている。

VI.2.2 屈斜路熔結凝灰岩

この岩石は，摩同湖北岸のカルデラ壁に分布しているョこの国i隔地域内では，分布

はわずかであるが，図幅域外では広く分布しており，前記の第 1 展望台熔結凝灰岩と

ともに勝井義雄により，屈斜路軽石堆積物として記載されたものである。第 1 展望台

熔結凝灰岩に比較して，熔結作用が強く，石英粒を多量にもっていることが，特徴と

第 6 図 ht\ 斜路情結凝灰岩
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してあげられる。摩周第 1 熔岩をおおい，屈斜路軽石)者，および，摩周第 3 熔岩にお

おわれている c

岩質は， i炎灰色~灰白色を呈し，粗穏である。石英粒が多く，柱状の節理がわずか

に発達している c 普通輝li しそ輝行石英安山岩買のものである。

鏡下では，斑品は，京l 長石と石英が主で，ほかに，ごく少量の粒状の普通輝石，

少量のしそ輝石がみられる{いずれも彼砕)J宇である

イニi 基は，ガラスが大半を占めているが，ガラスの破砕片が，互いにくっつき合っ

たもので，少量の石英および普通輝石，しそ輝石の破砕片を含んでいる c ガラスは，

あまり湾曲したり，ひきのばされたりしていないが，いちじるしくダストで汚れ，

黄禍己~陪褐色を日する部分が多 L 、 c

VI.2.3 屈斜路軽石層

屈斜路軽イゴ層は，カルデラの北壁に分布している c 熔結凝灰岩と It] じ岩質の軽石，

および火山氏，安山岩片で構成されている {j英粒の多い軽石で， しそ輝行石英安~lJ

岩質のものであるごほとんど無層理であるが，熔結i疑 If<く岩との境界部，および上部で

は，いくらか分tJi作用をうけて，層理をしめしている。

VI.3 上札鶴層

この地層は，札鶴川にそって分布している。札鶴川支流のと流部で，屈斜路軽f:i層

を不整合におおい，清里熔結凝灰岩によって，不整合におおわれている c 下部は，主

として，安山岩質の亜円喋からなり，上位になるにしたがい，軽石を混じえた，細粒

の喋)曽と砂層で構成されている。c.札鶴)暑の層!享は，数 m 内外と考えられる c 分伐

作用をうけて，高田し、層理が発達している。ところによっては，偽層がわずかにみとめ

られるゥなお，脊梁部をこえた南部地域でも，モンベヅ川ぞいには，上札鶴層に対比

できる同様な砂層が発達している c それは，数 m の厚さをもっ，粗粒~中粒の砂傑層

で，一部では，この砂層が，良好な滞水層となっている c

しかし，この図|隔では，地質凶の表現じ南部地域のものについては，割愛した。

VI.4 摩周火山の活動にともなうもの

摩周火山は，このlヨ|隔の西部に位置し，長径 7.5km，短径 5 ， 5km におよぶ，カノレ

デラ湖 摩周湖ーを抱いた火山であるさこの頁では，摩周カルデラの形成後，カルテ、

ヲ中に生じた，カムイヌプリ岳火山の活動を除いた範囲のものについてのベる

VI.4.1 西別岳熔岩

この熔宥は，商店 fj 岳を形成しているものであるご回別岳は，庫、司 j胡の東南側に位置
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し，標高 789m の高さで， IU休は侵蝕され，かなり解析をうけているが，放射状谷を

現本とした本系をとどめているコ山頂部は，北方に II を聞いた馬蹄形の段線を形成し

ており，この間に約 1km の直任で，北に 1-1を聞いた凹地を抱いている【この III]地は，

火口状の問地であるが，火口 '17~の地形は，全く崩れているコ

河別岳は，摩同火山の一連の火山活動にともなうものであるが，ほかの各熔むとの

l白:肢の関係をみれるところはない〉しかし，火口明は，侵蝕作用によって崩壊してい

る }，~，i\ など，地形上から判断しでも，摩陪j カルデラの形成にかなり先き立つ活動による

ものと推察される III休が，かなり侵蝕されているので，いちおう摩周火山の初期の

f:r;動のものとしたコ

む行は， I出版色を旦し故直であるが，一部では， 多イL質のものもあり，合かんら

ん { i 持通輝イ i しそ輝行安山右であるつ

第 7 図西別 if; 'T.ii 岩

鏡Fドでは，斑品は，科長石、しそ輝ノii 皆通揮石、かんらん可よりなる r かんら

ん石は，ごく少量，で，すべて融蝕形をしめし，前科輝石の反!と、j去をともなう i警通

箱i::i f主， l~jJf~ ないし，'I': tlJr~ で Hi柱状を日する二しそ輝石は，臼形ないし、ド 1;1 形を

日 L ， X
/

= 淡員掲己 ， 2
/

= 淡緑色の多色住をしめすづ li;j 特に小粒の弔斜輝子J の反!七

校をもっているづ;~，↓長石は，日切で短柱状を目するコ
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石基は，針状の斜長石，粒状の単斜輝石，少量のガラス，燐灰石，磁鉄鉱で構成

され，ピロタキシティック構造である。

VI.4.2 摩周第 1 熔岩

この熔岩は，摩周湖西南岸および東北岸に，摩周火山の基底熔岩として，わずか露

出しているコ暗灰色，級密な岩石で，合かんらん石普通輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下では，斑晶は，斜長石〉しそ輝石>普通輝石〉かんらん石よりなる。斜長石

斑晶は，粗粒であるが，ほかの斑品は，概して小さく量も少な L、。斜長石斑晶は，

自形で卓状を呈する。かんらん石は，融蝕形をしめし，単斜輝石の反応縁をもって

いる。しそ輝石は，半白形で，単斜輝石の反応縁をともなう。普通輝石は，半白形

を呈し，斑晶としては，少ない。

石基は，細粒の長柱状斜長石，単斜輝石，磁鉄鉱，および，ごく少量の燐灰石で

構成され，填間構造をしめしている。

VI.4.3 摩周第 2 熔岩

この熔岩は，摩周カルテラの南部および，東南部に分布し，カムイヌプリ岳噴出物に

おおわれているので， 2 分されて分布している。 2-3 枚の集塊岩をともなっている。

カムイヌプリ岳と 683.5 ill 三角点山との間の沢では，やや粗粒であるが，同質の岩

石が，集塊岩を N200W の方向で岩脈として貫ぬいている。この熔岩は，暗灰青色を

呈し，椴密であるが，集塊岩をともなう付近では，かなり多孔質になっているものも

ある。全体に，板状節理が発達している。肉眼的には，斑品の少ない，含普通輝石し

そ輝石安山岩である。

鏡下では，斑晶は，斜長石〉しそ輝石》普通輝石よりなる。斑晶は，全体に小型

である。斜長石斑品は，自形~半白形で卓状を呈する。しそ輝石斑晶は，自形~半

自形を呈し， ~~l 、多色性をしめす。周縁は，わずかに，単斜輝石の反応縁にとりま

かれている。普通輝石は，ごく少量で，半白形，粒状を呈する。これらの斑品は，

集合体をつくり点在することが多い。

石基は，細粒の長柱状斜長石，単斜輝石，磁鉄鉱よりなり，少量のガラスおよび

クリストパライトをともなう。境問構造をしめす O

VI.4.4 摩周第 3 熔岩

この熔岩は，摩周カルテ、ラの西壁と北壁に分布している。数枚の熔岩流からなり，

集塊岩と互層するコ西壁では，屈斜路熔結凝灰岩をおおって発達しているが，北壁で

は，屈斜路熔結凝灰岩を， 3-4 ヵ所で，岩脈として貫き，さらに，熔岩流として，集

塊岩をともなって，熔結凝灰岩の上面を流れていることが観察される 3 この脈岩は，
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いずれも N10つ~20CW の方向をしめし，脈岩の壁に平行に， 10cm 内外の急冷相をも

っている。また，同様な方向に，弱い流理構造がみられる。この岩石は，暗褐色で椴

密な，含普通輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下で、は，斑晶は，斜長石〉しそ輝石〉普通輝石よりなる。斜長石斑品は，自形，

卓状を呈するの普通輝石は，半白形，粒状であるつしそ輝石は，半白形，短柱状を

呈し，弱い多色性をしめし，単斜輝石の反応禄をともなう。

石基は，柱状の斜長石，粒状の単斜輝石よりなり，やや細かい。ほかに磁鉄鉱，

少量の燐灰石および，ごく少量のクリストパライト，ガラスをもち，填問構造をし

めしている。

VI. 4.5 摩周第 4 熔岩

この熔岩は，摩周カノレデ、ラの西壁に分布するもので，数枚の熔岩と集塊岩の互層か

らなっている。一部には，この集塊岩中に，いちじるしく，カ、ラス質で，赤褐色を呈

する，数m メートルにおよぶ安山岩をレンズ状にもっているところがある。この岩石

は，暗灰色，徽密で，全体的に粗粒であり，斑状構造のいちじるしい，普通輝石， し

そ輝石安山岩である ο

鏡下では，斑品は，斜長石/しそ輝石普通輝石よりなる。斜長石斑晶は，自形，

短柱状を呈する c しそ輝石，普通輝石の斑品は，少量でともに半白形を呈する。し

そ輝石は，単斜輝石の反応結をもっている

石基は，斜長石，単斜輝石，磁鉄鉱，および，ごく少量のガ、ラスよりなる c 磁鉄

鉱のまわりにも細粒の単斜輝石がとりまくことが多し

VI.4.6 摩周第 5 熔岩

この熔岩は，摩周カルデラの四壁から市壁にかけて分布し，摩周第 4 熔岩，および，

第 1 展望台熔結凝灰岩をおおハて分布しているここの岩石は，第 4熔岩と同様に，粗

粒で，撤密であるが，ところにより多孔質になる c 暗灰色を呈し，数 mm におよぶ斜

長石斑品と，少量であるが，かんらん石の斑品がみられる。合かんらん石普通輝石し

そ輝石安山岩である。

鏡下では，斑品は，斜長石コしそ輝石二>普通輝石かんらん石よりなるが，有色

鉱物の斑品は，比較的少な L、っ斜長石は，自形，卓状を呈し，大型の斑品である。

かんらん石斑品は，粒状で，単斜輝石の反応縁をもっている 3 普通輝石，しそ輝石

は，ともに半白形を呈する。

石基は，粗粒であり，長柱状斜長石，単斜輝石，磁鉄鉱，少量のガラス，および，

ごく少量のクリストパライトよりなり，填間構造ーをしめしているつ

一 21 -



第 8 図摩 J1}] 第 5 熔岩

VI.4.7 摩周第 6 熔岩

この熔岩は，摩周カルデラの西壁から市壁にかけて分布し，第 5熔岩をおおってい

る。また，摩周火山の西側の山腹では，沢の li~[ に窓状に露出し，仁旧砂層に不整合

におおわれているコ灰色を呈しやや粗粒な安山官で， 2~3mm の科長石の斑品が散

点しているコほかの熔 f-Tにくらべて，やや多 fL 貨な FJ干iであるつ苦通輝石しそ輝石安

山右であるコ

鏡下では， H£ 品は， 斜長石:ア、九しそ t悔軍五

柱;状伏を:且註するつ 普 j通菌輝石は，グ 1半l下三白形てで、沼百豆一二:状伏 1村性守全:ないし半臼形を巴する一 しそ輝石は，

半白形で柱状をしめし，守主斜輝石の Ri·t; 保をもっている〉

VI.4.8 モシベツ軽石層

この地層は，隣接する磯分内川市民地域に広く分布しているが，この!計画 I)~ では，東

部地域の川ぞいにわずかに露出しているにすぎないコモシベツ川およびパウシベツ川

の中流流岐に 2~3m から数 m の!享さの軽 ii層として，予告達しているつ径数 em の軽

石を主として，ほかに，安山Ff角礁をもち，一古!:には，炭化1'':片を合んだもので，降

下軽石堆積物であるつ仁田砂層には，侵蝕され，不整合におおわれているっ隣接する
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屈斜路凶|隔|付の ';(H三屈駅実の語頭をみると，上面は，ィ、mWJにけずられて， 1m をこ

える凹凸をもった!面となり，その凹凸両を L凹砂崩がおおっている J また，機分|勾凶

|隔内のノミスのLI司停留所付近では， 10m をこえる厚さで， J:向.は，いちじるしくけず

られ，新則火山灰が， このけずられた地形面にそって乗っている J なお，この IY4日:で、

は，一部は熔結i疑以れになっているつさらに，モシベヅ軽イ{憎の分布をみると，摩J，';J

火 III の東|有印;に分布しており，機分内図幅地域で、は，釧路川より東部のみ，分イIi が|浪

られている

以 i二の，if';\点、から，この恒石屑は，摩吋カルデラの形成と仙びっく活動によるものと

考えられる 比較的摩同火山に近い，弟子屈，仁田付近では， !~厚も It正く，軽イ i ;fie と

して ifrC ドしたものであるコしかし，東部地域で'U:，むしろ降ド軽行として堆杭した1Q

子長刀、 i泣い

なお，この軽イ 1 J昔は， \1\Ul2，によって， 1¥1t~Jt~ill 付近を株式地として li21; された，昨

日，，]杭火 III 吠の分類で， Mf とされた軒イ ill? と，一部では対比されているようである J し

かし事者らは， Mf に十 tl 、 l-jする火 11 jlk は，モシベツ軒イ i肘の上部にくるものと考えて

いる「また，すでにのべたように，どこでも， 卜:l (jjはいちじるしく位向!されて，仁田

砂層に不性合におおわれているか，あるいは，羽地形 l而にきられ，此蝕された地形面

にそって，新即 j火 Il lI kがおおっている。したがって，この程イ iJ 同は， 0Ulll ll :のもので

ある

il;- 'f! fは，灰色を ill する， 1ti 包のあまりよくない紅イ iである J しそ輝 ιi イ i児支山 fr~·n

のものである

VI.5 ;古月引!.'υ，/熔!

iμズ寸ゆ引)1川陥Ii申加il抑lリ[川AμJ也J"戒1北叱'X ゾυ)~北仁 i;川t~l)ら， ア タ ク yチ lヤ-Jハ川|川|じ， 十札札Lしl甘引問f引刊|巳} )川|川Ii 屯引J'史にう分〉イ作和|げj している J 1上:十札し '0;仰削JリIj引;日リ)1，けI'うj を寸t整合

におおい， 1仁:lJ凶JI{i砂少州!肘首およぴ析)片邦別1が切jリ]ケ火J(く山!ポにおおわれている、 この同111M 内では分イ11 が少な

く，発注する j也jjll(は， j非.j~こする ~;lIRt7;1;;1悩である J しかし，いずれも li;J所をさけて，

斗 ili'j の低地を J~lめて，た迭しているので，現在までの資料では， 11\叫がよくわかって

いないコ

計百は， ところによって， カか冶なり十村川!日Jじj主している J 札1住御飢τf治I'j 川{千什、，L;辺丘では， 熔宇も引!J川1

でおり，真，'.1:\色を 'j~ し，イ i グミ111Ml O)少ない，いちじるしくカラス1'Iになったもので，

企庁通輝行しそ輝行イ1!Jti(11J 'r'i't1のものであるコ

鏡下では， HI 品は，科民 {i しそ輝石兵百:通輝石よりなる。ともに， u 形
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ないし半白形であるが，いずれも破砕片である。これらの斑品は，淡褐色で，ダス

トの多いガラスで埋められている。このガラス中には， O.lmm 前後の球顎がみら

れる。また，外来岩片として，角礁質の安山岩がみられる。

VI. 6 仁田砂層

弟子屈町付近から，弟子屈町の市街地へかけての地域が，この地層の標式地である。

この地層は，図幅地域の大部分をおおって分布しているもので，粗砂および細喋より

なり，分級作用をうけて，層理がよく発達している。ところにより， 2 次堆積の軽石

を，層理の聞に多量にまじえているところもある。弟子屈付近およびモシベツ川付近

では，モシベツ軽石層を不整合におおっている。摩周火山の西側では，華周第 3 熔岩，

摩周第 6熔岩を不整合におおい，札鶴川流域では，さらに，清里熔結凝灰岩を不整合

におおって発達している。上面は，現地形にきられ，新期火山灰に，不整合におおわ

れているので，侵触作用が，比較的少ない，浅い沢ぞいに，広く露出している。

脊梁部の北側に分布しているものは，隣接する斜里岳図幅の札鶴層に対比できるも

のである。札鶴層の分布については，杉本良也，長谷川潔は，同図幅で，標高 100m

前後の丘陵性平坦地に分布している，とのべている。さらに，斜里図幅の止別砂喋層

に連なっているもので，松下勝秀によれば，標高 100m 以下 50~60m の面を形成す

る台地をおおって分布している。

脊梁部の南部では，図l幅地域では，東南部に発達する，標高 120m 前後の面に分布

している。この面については，すでに地形のところでのべたように，根室付近の標高

80m 前後の面につらなる可能性がある。しかし，南部地域は，まだ図幅調査があまり

進んでいないので，資料がなく，海岸地域での，どの面をおおって発達しているかは，

わからない。この仁田砂層は，脊梁部の南部でも北部でも，共通した性格をもってい

る。脊梁部を境にして，いちおう，南部と北部に，分布域が 2 分されてはいるが，摩

周火山の東側から標津山の西側までの間に発達している平坦な緩斜面では，その緩斜

面をおおって，仁田砂層が分布し，南北両地域に発達したものが，一連のものとなっ

てつづいている。

以上のように，標高 40~50m の面をおおって発達し，沖積面に完全にきられてい

ることから，少なくても，沖積世後期の堆積物であることは確実である。摩周湖東部

の標高約 400m の緩斜面は，地形の項でのべたように，漸次高度を下げて，図幅域内

では，標高 120m 以下に下り，その聞は地形的に完全に連続している。一方，仁田砂
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層も，この面上に連続的に分布している。このことは，これらの平坦面の形成ととも

に，脊梁を軸とした，捷曲運動のあったことを示唆するものである。また，南部の厚

床図幅などに，東西性の方向で面の連続することも合わせて考えれば，洪積世の脊梁

を軸とした構造運動をしのばせている。

VI.7 カムイシュ島熔岩

摩周湖のほぼ中央にある，長さ 100m，幅 40m，高さ湖面上約 25m の，カムイシュ

島を構成する熔岩である。田中館秀三によれば，基底約 1km の直径で，高さ 230m

におよぶ熔岩円頂丘とされている。この島については，すでにのべたように，周回に

はわずかであるが，同質の亜角喋堆積物が，湖面上約 80cm の高さでとりまいて堆積

しているつほかの岩石との関係は，全く不明であるので，時代を確定することはでき

ない。説明上，摩周火山の一連の活動として，この項でのべることにした。

この岩石は灰青色を呈し，轍密で，肉眼的には斑品はほとんどみられない。

鏡下では，斑品は，斜長石〉しそ輝石〉普通輝石〉磁鉄鉱よりなる ο 斜長石斑品

は，白形を呈し，柱状である c 普通輝石は，ごくわずかで，しそ輝石とともに，半

白形を呈する c これらの斑晶は，多くは集斑品状により集まって，斑状構造をとっ

ている。

石基は，ひじように微細な結品質で，針状の斜長石，単斜輝石，磁鉄鉱よりなり，

ピロタキシティックな構造であるここれらの聞を埋めて，ガラスおよびクリストパ

ライトが存在する。かなり多量のクリストバライトがみとめられるが，鏡下での組

織構造は，安山岩である。

VII 第四紀洪積世~沖積世

VII.l カムイヌプリ火山の活動にともなうもの

カムイヌプリ岳は，摩周湖の東南にあり，摩周カルデラ形成後の活動によるもので

ある。長径 3km ，短径 2km の基底で，ほぼ円錐形の山体で，湖面よりの高さは，約

500m であるぺ頂部には，直径 1 km ，深さ約 470m の，ほぼ円形の大きな火口をもっ

ている。

VII.I.1 カムイヌプリ岳第 1 熔岩

カムイヌプリ岳火口の，北壁下部に分布している。暗灰色轍密で，斑品の比較的少

ない，普通輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下で、は，斑晶は，斜長石>しそ輝石〉普通輝石与磁鉄鉱よりなる。斜長石斑品
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は白形で，短柱状をなし，累帯構造が発達している。普通輝石p しそ輝石は，とも

に，半白形，短柱状をしめしているつ

石基は，微細な針状斜長石，しそ輝石，単斜輝石，磁鉄鉱が填間構造をなし，ク

リストパライトおよびガラスが，そのすき間を埋めているつ

VILl.2 カムイヌプリ岳第 2 熔岩

第 1 熔岩をおおって，北望に分布し，さらに流下して，湖畔に達している σ 灰色を

呈し散密で，肉眼では，ほとんど"PI品のみとみとめられない，合普通輝石しそ輝石安

山吉であるつ

鏡下では， }}£品は，斜長石〉しそ輝普通輝石磁鉄鉱よりなるついずれも斑

品は小型で，普通輝石は，ごく少量であるっしそ輝石斑品の周辺部には，多量:に，

微細な磁鉄鉱様鉱物を包かしている勺

石基は，微細な針状斜長石，しそ輝石，磁鉄鉱よりなり，ピロタキシティック構

造をしめし，そのすき間を多量のクリストパライトと少貴のガ、ラスが理めているつ

VIII 第四紀沖積世

VIlLI カムイヌプリ軒石層

カムイヌプリ岳の山頂より， lU 腹をおおって発達しているもので，カムイヌブリ火

山の所庄で・あるつ火口付近および団麓では，主として粒径が 20cm~30cm におよぶ，

発泡のよい軽行で構成されているコ南部の火 ~l 周辺では，多量に安山岩礁をもってお

り，濃赤色を呈する軽石が，一部熔結しているので，一見，集塊岩状を呈するつさら

に，市には，急激に粒度を減じ，摩周火 I] 壁上，および丙別岳山頂では，数 em 以下

の軽行がうすくおおうだけであるつ西側山腹では，粒 f王は， 20cm~30cm におよぶ

ものであるとともに，局部的に層状をなし，いちじるしく熔結作用が進み，赤黒色の

カ、、ラスを形成しているつこのガラスは，一見，黒曜石状で，厚さ 30 cm~40σm ，長さ

数 m のパンド，あるいは，厚さ 2m 前後で、層状を呈するものなどが， 3~4 枚重さな

りあい数 m の厚さにおよんでいるコこれらの，いちじるしく熔結作用の進んでいる部

分に，はさまれた軽石，あるいは，上，下盤にあたる軽石は，ほとんど生のままで，

熔結作用も，変形も認められないコまた，一部では変形した軽石中に，数 em の単位

で， レンズ状にガラスを形成しているものもあるつ

この軽行は，発{也はよく，濃赤色を呈する，合普通輝石しそ輝イ i石英安山宕であるろ

鏡下では，斑品は，ほとんどなく。斜長石，しそ輝石，普通輝石，石英，磁鉄鉱
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第 9 図 カムイヌプリ軽石屑の iドの熔結相

などの胤品が，わずかにみとめられるにすぎないじ

石基は，大部分ガラスであると

情結作用の進んだものでは，構成鉱物には，変りがないが，政!品の多くは，集合

し，集班長1;1たを'，1. L ，ほかは，ほとんど軽石の構造は桟っていない c 淡黄褐色~濃

亦褐色の絹糸状のカラスとなり，互L、に陸雑にくっつきあ η ている(一見，複雑な

流理構造のようにみえる一おそらく，発泡した軽石のガラスが，軟化し，互いにく

っつき合うとともに，そのさいに，加わる力に応じて，ひきのばされ，あるいは，

おしまけごられた構造とみられる

VIII.2 新期火 ~111 κ

新期火山灰は， L~IIII 高地域のほとんど全 j戒をおおって分布している。この火山!*-につ

いては， II IlJl忍の詳細な研究がある III 田忍は，摩周枕火~ Iilk とし Ma より Ml まで

汗火山灰を分顛し恨釧原野における分布を調べるのに成功している。さらに，勝井

義推により，研究が進められ， Ml よりド{立の火山灰を， Mα より Mρ まで分類し，沖

積 Itl:の火山灰として，総括し，摩周火山の活動と結びつけている。

筆者らの I調査は， R 数と範囲がかぎられているうえに，調査事項も，一般地質に重

点を置かざるをえなかぺた r したがって，それらをすべて，丹念に凋台することがで
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きず，ここでは，一括して新

期火山灰とした。

以下，各火山灰についての

べる。

モシベツ中流(第 10 図 A)

第 1 層;層厚 10cm。表層

土壌。暗黒褐色を呈し，腐植

まじりである。 1-2cm の厚

さの灰白色砂質火山灰を，レ

区 ンズ状にもっている。

ヨ 第 2 層;層厚 20:m。貰白

さく 色軽石。がさがさとした感じ

主要 の軽石で，風化は，余り進ん

再でいない。

図 第 3 層;層厚 5em。上部

c)

長に5cmの腐植をもち，青灰色

で，やや淡色な砂質火山灰で，

より淡色な粘土っぽいところ

が，まだらになってし、るつ

第 4 層，層厚10 c-m a 上部

に !Oemの腐植をもち，貰褐

色を呈し，ソフトなローム質

火山灰。下部は，漸移的に青

灰色になる。

第 5 層;層厚25 c-m。上部

に Scmの腐植をもち，青灰

色，やや砂っぽい粘土。火山

灰源のものである。

第 6 層;層厚75emσ上部

に 15cmの腐植をもち，比較



。 I 5 10m

第 11 図資料位置図

IYJ粒のこまかな軽イ十粘土化し，軽石の形は不明瞭になる。下部 15cm は，軽石の粒

任が大きくなり，がさがさした感じである。

指 71司 ; i印字 5 eme It自民色火山砂。

第 8 J~; J吾!享 10 ごm) 灰色の粘土， J~.部は，やや黄褐色を呈し，火山砂を混じえるつ

火 ll Jl:k iiM っ

:品 91骨;岡原 15 em~ と白jjに 15em の臨舶をもち，灰掲色を呈する砂質の火山灰。

粘土化;1)'.;jf み， しまった感じのものつ

指 10 屑; )国厚 15cm ヘ古色の III粒砂コ出 9)曽とは漸移している。

議 111吾;層厚 20cm 上部に 5cm の 1高値をもち，黄褐色を呈する， しまったロー

ム 'ft 火山氏(

以下は，砂および細時よりなるつ仁Itl 砂!昔の上古IIにあたるコ

モシベツ合流点(第 10 [>(1B)

指 1 )昔; J曽厚 10cm ゴ夫層の士壌ヘ灰白色の火山灰をはさむ J

第 2 J吾;層厚 30cm っ黄色軒行っ粘土化はあまり進まず， I，';]くがさがさした感じの
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ものの、

第 3 日;層厚 20em 上部に 5cm の関植をもち，古ば色の砂丘粘土コ火山灰源であ

るわ腐植との関係は， f--.lm , ド店r; ともに，沖urf多的であるつ

第 4 層 ; J百3厚 25em ハ J:部に 15cm の寓 tit! をもち，訓nし、黄色の軽(jで，火 III 砂を混

じえ，粘土化が進んでいるヘ下部に火III砂が多い。

第 5 肝;府厚 15 cm~ J·.tmは，葉県のわずかに発注した古:色の砂で，下部には古色

の粘土をともなう「

養老 '1--{~lY長付近の伝;引では(江nOIヰ C)

第 1 府 ; h¥t厚 20 cm~. }ミ)訴の土壌. J寓 tif(土をまじえ， Ilrに，レンス状に 2-3 じm の

厚さで，連続性に乏しいクリーム色の微砂まじりの火山灰をもっf

m2 肝 ; J再厚 10emへ絹色のロームJ1火山灰ソフトな火山灰である。

第 3 JI月;府厚 15 cm~ J二 ill日こ 2-3cm やや組い火山 {I少をともなう，灰色の火山灰。

下部の約 5cm は， 上部に，桃色-Hi!赤~~色の火山 {I少と， 1em 内外のクリーム色の粘

土化の進んだ火山灰(ときに小さな，粘土化した軽石をともなう)とが組み合さぺた

用があるべこの火山灰は， ~T;-坦J也では，よく連続し，鍵固として使用できるつ

お(~4 J再;層厚 10cml部に 15cm の腐植をもち，渇色のローム質火山灰。

第 5 J同;肝厚 15em o 上部に 3~5('m の!高値をもち，上i出の 10em は粗粒な陥灰色

の火山砂よりなり，下部は，灰色の火山灰で粘土化している。

第 6 屑;同厚 25cm勺黄色相れの軽行っ火山砂を混じえ，やや粘土化している c 上

部には!O em の腐舶をもっつ

第 7 JI司;府厚!O em勺灰色の rlt粒~制粒の砂ο 話 6 JI司との境はやや不明瞭である σ

第 8 層; J印字 5em.~ Uri-灰色の砂質火山灰。 上司;に 15cm の腐植をともなう。

第 9 層;同厚 40cm+ ハ際まじりのしまった褐色ローム質火山灰。

養老午([Ill ヰ!の i有，ケネカ川付近のものについてみると(治 10/><1 D)

第 1 同 ; !'i ti) 享 15·:m 0 J<. 悼の土壌 σ ほかの所と同様に，うすい淡黄白色火 \[ll k.をレ

ンズ状にもつ O

第 2 用; J同厚 10 em 。褐色ローム質火山灰。粘土化が進まず，ソフトである。

第 3 尉; J印字 20 erneJ二珂 ;f こ 20cm の腐柏をもち，明るい黄福色のソフトなローム

質火山灰。

第 4 用;府厚 20 erne J: 一部』こ 5em の腐植をもち，古灰色の細粒な火 III 砂を混じえた
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火山!火c やや粘土化している。

第 5 層;層厚 25em e 上部に 20em の腐植をもっO 黄色を呈する，細~中粒の軽

石。火山砂を混じえている c

第 6 層;層厚 25em e 暗灰色粗粒な砂。軽行をまじえ，葉理が，わずかに琵達して

いる。

第 7 層;層厚 10em e 上部に 10cm の!寓植をもっO 上部は，黄褐色ローム質火山

灰。下部になると，漸移的に砂質にかわり，同時に退色し，青灰色の砂質火山灰にな

る。

第 8 層; }曽厚 50 c-m e 青灰色の細粒~中粒の砂c やや粘土っぽく，細喋を多少まじ

ぇ。。

第 9 層;層厚 80em e 上部に 30cm の腐植をもっ{隆黄色の小さな軽石を上部に散

点した，褐色ローム質火山灰c 第 2 層や第 3 層に比較して， しまった感じのものであ

る。

第 10 層;層厚 20 cm+ e 青黒色の粗粒な砂土葉理が琵達している。

1 B:1 1 1J面の西部にあたり，台地状地if予の地域に入るものとして，仁旧付近のものについ

てみると， (;;fOOl寸 E)

第 1 層;層!手 20eme 1<.層の腐植土壌ヘ

第 2 層;層厚 5em 、淡いオレンジ色を呈する軽訂。紋色のスコリアを少量ともな

う ο

第 3 層;層厚 15 em e 少量の軽hをまじえた青色の砂c 葉理はわずかに発達してい

るコ

第 4 層; }~厚 10 em e 黄色の軽:fi と砂のまじったもの。

第 5 層;層厚 40em c 青灰色の中粒~粗粒の砂と粘土コわずかに軽bをまじえてい

る ο

第 6 層;層厚 10em e 上部は，暗紫色の火山砂で，下部に 1 c-m 内外の，クリーム色

の火山灰をともなう。

第 7 層;層厚 10 c-mο 上部に 10em の腐植土をともなう c 青灰色の砂質粘土。

第 8 層;層厚 40cmコ上部に 10cm の腐植をもっ。青灰色の砂質粘土コ

第 9 層;層厚 30cm e 第 8 }昔と同質のものであるが，上部に連続性の少ない，数 em

の粘士資な腐植をもっている。
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第 10 層;層厚 40cm。上部には， 20cm の軽石まじりの腐植土をもっ黄色の軽石

層。火山砂を混じえている。

第 11 層;層厚 30cm+。青黒色の組粒砂。葉理が発達している。下部には，黄色の

粘土化した軽石をまじえている。

次に，これらの台地性の地域より，山体側の地域にあたる，虹別ふ化場付近のもの

についてみると。(第 10 図 F)

第 1 層;層厚 20cm。白色火山灰のレンズをもっ，表層土壌っ

第 2 層;層厚 30cm。青灰色のやや粘土っぽい火山灰。

第 3 層;層厚 10cm o 黄色の軽石。

第 4 層;層厚 60cm。青灰色の砂質~シルト質の火山灰。部分的に，不規則な形で，

細粒の火山砂をともなう。

第 5 層;層厚 5cm。暗紫色の火山砂とクリーム色の火山灰っ

第 6 層;層厚!O em。上部に 10cm の腐植をもっ，青灰色のやや粒土質な火山灰っ

第 7 層;層厚 10cm。上部に 10cm の腐植をもっ，暗褐色のローム質火山灰。

第 8 層;層厚 40cm。青灰色の砂質火山灰。

第 9 層;層厚 5cm。上部に 5cm の腐植をもち，明るい黄褐色のローム質火山灰っ

第 10 層;層厚 30cmさ憧黄色の軽石。

第 12 図 新期火山灰士層断面
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さらに，山体側に，新期火山氏を追うと，虹別ふ化場の北，約 3km，河別岳の山麓

部では， (第 10 凶 G)

第 1 層;層厚 10cm 表層の土壌。

第 2 層;層厚 20cm。青灰色，粘土質火山灰。

第 3 層;層厚 20cm。上部に， 10cm の腐植土をもっ，灰色の粘土質火山灰c

第 4 層;層厚 25cmコ上部に 15cm の腐植土をもっ，暗灰色のやや砂質の火山灰。

第 5 層;層厚lOcm-15cmっ上部に， 10cm 前後の腐植土をもっ，褐色のローム質

火山灰っ

第 6 層;層厚 20cm) J::.部に 10cm の腐植土をもっ，黄色の軽石。

第 7 層;層厚 15cm。上部に 20 の腐植土をともなう，褐色のローム質火山灰c

第 8 層;層厚 15cm。中粒~粗粒火山砂。

第 9 層;層厚 25cm+ョ青黒色の粗粒な砂。葉理が発達しているつ

さらに，摩周火山体上では，第 3 展望台付近で，みると， (第 10 凶 H)

第 1 層;層厚 10cmっ表層の腐植土っ

第 2 層;層厚 60cmっ粘土化していなし固い，がさがさした軽石。

第 3 層;層厚 80cmっ粘土化していない，軽石。第 2}暑と第 3 層の聞には， 5cm­

10 c-m の厚さで，細粒の軽石と黒色スコリア質火山砂のまじりあった，黒いノミンドを

はさむコ

第 4 層;層厚 20cm。上部に， 30cm の腐植土をともなう。褐色のローム質火山

灰。粘土化の進まない，ソフトな火山氏。上下の腐植土とは，漸移的である c

第 5 層;層厚 70cmっ上部に， 25cm の腐植土をもっコいちじるしく粘土化の進ん

だ，赤峰色の軽石ゥ一部には，褐色ロームをともなうっ

第 6 層;上部に腐植質の火山灰をともなう。暗褐色，やや砂質な，ローム質火山灰っ

ド部になるにしたがって，安山岩塊を多量に含む，崖錐まじりのローム質火山灰にな

るつ層厚は，数 m をこえるものもあるコ

以上，凶l隔地域の，それぞれ，地形的条件を異にしたところの，代表的な火山阪の

層序についてのべたっ各科状同の位置は，第 29 CSIにしめしたっ

これらの火山灰のうち， A の第 6 層にあたる軽石は，摩周火山体の H を除いて，こ

の地域全域にわたって，広く分布しているっこの軽石は，平坦な台地にも，山麓部に

も，ともに分布し，現地形両をおおって発達しているつこの軽石より上部には，少な
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くても， 2-3 枚の腐植土をはさんでいるので，腐植の発達が可能な，長期間の火山休

止期のあったことが物語られているつ B-D は，摩周火山東南の平坦な台地上に，堆

積したものであるさ E-G は，摩周火山の西南，あるいは，南部で，ともに，台地より

山麓部に移り変る地点に堆積したものであるご E-G では，褐色のローム質火山灰に

かわって，青灰色のやや砂質な火山灰が多くなり，また，うすい腐植土が，何枚も発

達したりしている c この点は，山腹から絶えず，表層水によって，わずかではあるが，

堆積物が，機械的に移動し，砂の混交がおきる。一方，絶えず水の影響下にあり，化

学的には還元状態におかれ，同質源、の火山灰が，砂質になり，青灰色の火山灰となっ

ているつまた，このようなわずかな，侵蝕作用の間隙は，ごくうすい腐植土，ないし

は，腐植質火山灰として，何枚にもわかれ，複雑になっている。また， F の断面では，

この軽石の上部は，青灰色火山灰，あるいは，砂層が発達しており，腐植土の発達は

みられないっ絶えず表層水の影響下におかれたものと考えられる

第 13 図 虹別北方，西別岳の山麓部で‘地形面に沿って軽石が分布する

これらの諸火山灰のうち，地形との関係がよくわかるものについてのベる H の断

面では，第 4 層の軽石までは，山休の両側では，どこでも，第 5 層をきって地形にそ

っているハしたがって，第 5 層と第 6 層との間には，現地形面を作りあげる侵蝕間隙

がみとめられる。また， A では，第 11 層とそれ以下の地層 D では，第 8 層と第 9 層，

G では，第 7 層と第 8 層との聞に，それぞれ侵蝕間隙がみとめられる。すなわち， G
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では， A の第 9， 10 層に， D の第 8 層にあたる火山灰を欠いているコしかし， この間

の侵蝕間隙は，地形を異にしていること，すなわち，山体に近い部分では，侵蝕作用

が，一層大であることにもよる。また，ケネカ川などの川には，比高 5m 後前の低くい

れJJ岸段丘が発達しているが，この面には， A の第 6 層に相当する軽石は，堆積してい

ないことが多いコ現在までの，筆者らの調査段階では，原野部で，山田忍，勝井義雄

によって設定された， Ma から Mρ にし、たる各火山灰層に，直接対比することができ

ないが，いちおう， A の第 6 層を Md に対比することができょうっこの地域では，さ

らにド部まで，連続的に観察することはできないっまた，現在までの調査資料では，

新期火山氏中に，沖積世と洪積世の境を設けることはできない3 筆者らは，仁田砂層

と，これをおおう火山灰との聞に，洪積世と沖積世の境を設定した。この点に関して

は，仁田砂層の項でのべたように，モシベア軽石j晶よ，仁田)暑に不整合におおわれ，

さらに，仁田層も，地形にきられているコまた，仁田層の分布地域も，洪積世段丘に限

られているコ以上の点から洪積世と沖積世の境は，仁田砂層より土部にあることが認

められるコしかしさらに原野部におし、ては， A における第 11 層とそれ上下の地層と

の侵蝕間隙の間に， Mρ までの火山灰が，すべて連続的沖積位として入るかどうかは，

この地域で、は不明であるコ

VIII.3 崖錐および湖成堆積物

出錐は，浅丘地形の周辺に厚く分布しており，各後背地の角棟、でできている c 一部

は新期火山灰がおおっており，すべて沖積世とすることはできないコ洪積世より連続

的に堆積しているものであるが，ここでは，いちおう沖積位として一括した c

j胡成堆積物は，摩周湖の湖畔に分布するもので，それぞれのすぐ近くの後背地から

{共給されているコしたがって北岸では，屈斜路熔結凝灰岩，屈斜路軽石層に由来する

砂を主としているが，ほかのところでは，おもに，安山者の亜角喋，および，巨礁か

らなるコ

IX 構造地質および地史

この地域は，すでにのべたように，鮮新[!l:-洪積世の火山岩類が広く発達し， さら

に，新期火山灰が全域をおおっているコそのため，基盤岩類の露頭がきわめて悪く，

地質構造を明らかにすることはできない: しかし，大局的にみると，鮮新 tit ないし洪

積世の火 III 類は，両市より東北にかけて連なって発達しており，基盤になる中新 jf上の
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諸岩石も，この地域で一番高い位置まで分布している。この火山岩の分布地域は，知

床半島へと連なる，中新世の緑色凝灰岩，頁岩などで構成されている基盤の高まりの

軸にそっている。このような，千島弧にそった，構造運動が，もっともこの地域を特

徴づけているものである。

新第三紀の後期には，この弧と斜交して，南北性の構造運動がみられる c これは釧

路から，網走へぬける低地帯で表現されている手この凶!隔地域では，摩周火山と標津

山との問に，標高 400m のなだらかな斜面が，脊稜部をこえて南北に連続している地

形，および、この平坦地と山稜の接する地形のそれぞれに，表現されているc このよう

に，弧に斜行する構造は，標津山熔岩，アタクッチャ熔岩などにおおいかくされてい

るが，現在の地形を大きく支配している c この南北性の構造に支配されている地域

は，重力のブーゲ異常も，ほぼ同じ形態をとり，周辺の地域よりも，低くあらわれて

いる。このような，千島弧に斜交する構造にはさまれた低地帯に，生じた火山活動

が，阿寒，屈斜路，摩周の諸火山であり，ともに，大きなカルデラを形成している点

が注目される。

屈斜路カルデ、ラと摩周カルデ、ラの関係については，屈斜路火山の東南東壁上に生じ

たものが，摩周火山であると考えられてきた。屈斜路カルデ、ラの東南東壁は，摩周火

山におおわれて現在はみられないが，屈斜路カルデラの壁は，摩周湖の中央を通り，

西南壁をすぎて，西南方丘陵地へ抜けていると考えられていたっその根拠として，勝

井義雄は，摩周カルデラ壁における屈斜路熔結凝灰岩および第 1 展望台熔結凝灰岩の

分布をあげているご筆者らは，それに対して，第 1 展望台熔結凝灰岩は，摩周火山体

の西方に広く分布しており，第 3 展望台の西側にも分布している。また，図幅外では

あるが，美留和駅の北方では，鮮新世と考えられるプロピライト化した安山岩がみら

れるミ従来のカルデラ壁をみとめれば，これらは，カルデラ内に分布することになり，

屈斜路カルデラの陥没をもたらした，火山砕屑物が，カルデラ内に多量に存在するこ

とになるつこのような矛盾から，筆者らは，第 29 図にしめしたように屈斜路カルデ

ラは，摩間火山の西側に位置し，現在の摩周火山の熔岩と砕屑物によって，おおし、か

くされているものと考えている。

従来，新しい火山は，地質学的な吟味を十分に行なわず，沖積世の火山活動と考え

てきた嫌いがある z しかし，摩周火山については，ほかの火山に比較して，周辺の地

質と結びつけて，詳細に研究されていると言える。とくに，火山灰層との関係につい
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ては，最も，研究の進んでいる火

IIIである。勝井義昨:は，摩周統火

火山灰の MρlUI疋をもと Lこして，

から Ma までの火山灰が，本体形

成期， Ml から Mf までを，カルデ

ラ形成期， Me から Ma までを，

中央火日正形成期にわけた さら

に，それぞれの時期を， 10 ， 000 年

-5 ， 000 年前， 5 ， 000 年-2 ， 000 年

前， 1 ， 150 年--200 年前と設定し

したがって，摩町内jの誕生は，

2.000 年前，カムイヌプ 1) [1;.火口

「トー
/~

たむ

しかし，筆者らは，次の諸点か

ら ， i共積世の火山活動であると考

えている。

すでに，地質の項でのべた

ように，段丘面，地形との関係な

どから，洪積世と考えられる仁田

砂層が，摩周第 3 熔岩， I~J 第 5 熔

岩，および，摩同カルデラの形成

に直接関係していると考えられ

る，モシベツ軽石層を，明らかに

侵蝕し，不整合におおっている c

地質国に記載することを省

略したが，摩周火山の山体の西側

では， H の断面にも一部示されて

2)
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ム質火山灰(一部は，泥流状を呈する)が，各熔岩をおおっている。さらに，この火

山灰の上部には，赤燈色のいちじるしく粘土化した軽石をもっている。この軽石を鍵

にすると，それは，山体の大地形(ここでは，山体をきざんでいる放射状谷を埋めた

地形)にそって分布しているが，各露頭では，いちじるしく侵蝕されて，その山ひだ

にそい，地形をおおい，新期火山灰が発達している。また，この地形面にそって，厚く

腐植士が発達している。このことは，地形面が形成され，その後，この地形面にそっ

て厚い腐植土が形成される時間的間隙をおいて，その後，新期火山灰の降灰をみたも

のである。すなわち，火山体の形成後ローム質火山灰の堆積，あるいは，山体の形成

と平行して， ローム質火山灰の堆積→侵蝕作用(ローム質火山灰および各熔岩の侵蝕

=放射状谷の形成)→地形の安定化→腐植士の形成→新期火山灰の降灰という地史が

みられる。侵蝕作用と地形の安定化は，古気候(雨期と乾期)にも関連するものであ

るが，この間に不整合をみとめることは，いたって自然であるつしたがって，熔岩を

不整合におおっているローム質火山灰は，洪積世の後期のものであり，各熔岩も洪積

世後期のものと考えられる。

3) モシベツ軽石層を，山体側に追跡すると，摩周火山の山休にむかつて j互い上っ

ている。

以上の 3 点から，摩周火山体は，洪積世に形成され，カルデラも洪積世末に形成さ

れたと考えられる。摩周カルデラの形成後，カムイシュ島，カムイヌプリ岳の活動が

あり，新期火山灰の大半は，これらの火山活動によって，もたらされたものである。

カムイシュ島とカムイヌプリ岳を結ぶ南北性の構造は，カルデラ北西壁にみられる数

カ所の脈岩や，カムイヌプリ岳西側の沢にみられる脈岩がしめす方向性 (N lO o~20°

E) にもあらわれている。これは，すでにのベた，長 I]床半島軸の構造に斜交する構造

の，一つの反映と考え得る。

X 応用地質

X.I 鉱徴地

この図幅地域には，現在稼行されている鉱山も，稼行の対象となる鉱床も存在せず，

わずかに，軽微な鉱徴地が指摘される。

ポンモアン川の上流地域には，シタパノボリ熔岩の石英粗面岩中に， しばしば，鉱

化作用の影響がみられる。石英粗面岩中には， EW 方向の断層がみられ，同方向の訓
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目が多数発達する。この断層の(、1")1iには，黄鉄鉱の鉱染，粘土化，漂白化作用など，

鉱化作用の軽微な徴候がある。また，仁田付近でも同様な徴候がみとめられる。いま

のところ，それらの徴候から， I貞ちに，鉱床の有無を判断することはできないが，実

態を把握しておく必要はある。

X.2 Z勇水

地質図では，訓愛したが，標高 250m 以下の平副地形を呈する地域には，新第三紀

層のパウシベツ)曽，シタパノボリ熔岩などの基盤岩類を不整合におおって，北部地域

の上札鶴層に相当する砂瞭層が発達している。この {i少傑層は，標 I肯 200m ていどより，

海にむかつて，次第に高度を低下しているもので，上部は，砂層あるいは軽石質層に

かわる。

この砂喋層は，主老寸から 11- 根別に通ずる道路の主ドより面下にも jEj 主し， 121 津川の右

阜のこの砂喋層からは，いちじるしい湧水があり，良好な滞水)国を形成している。ま

た， I宥別ふ化場，ケネカ川左支流などでも， {勇水がし、ちじるしいが，同様に{司、)曽を}貯

水層とするものと考えられるつあとの二者については，従来， )李周湖の惨透水と考え

られているものであるが，明らかでないコ

X.3 温泉

凶III面東市部に，長£牛掘泉があるつこの出泉は，パウシベツ層の結色凝灰岩中より，

白噴するもので，パウシベツ層の東同性の割日に沿って湧出しているむ長長牛温泉の

両，パウシベツ川にも，営林署によって利用されている温泉があるが，そのほか， 2........

3 ヵ所に自然に湧出しているづ泉質は良好で，湧 lB 量が多\， '0 今後の開発が期待され

るものである。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale , 1:50,000)

MASHUKO

(Abashiri-61)

By

MoriakiKδnoya ， Kδhei Matsui

KiyoshiHasegawaandHisaoAndδ

(GeologicalSaraeryofHokkaido)

Resume

Theareaofthismapissituatedinlatitude43°30/~43°40' N

andinlongtude144030'~144045'E. ItbelongstotheKurileArc

whichextendsfromWSWtoENE, andcorrespondstothebackone

ofEasternHokkaido.

Topography

Thebackbonerange , about700m above sea level , stretches

fromWSWtoENE, comprisingdissectedvolcanoessuchasMashu

Volcano , Shibetsu-yamaandShibetsu-dake. Inspiteofitsgeneral

structureconcordantwiththegreatstructureconcordantwiththe

greatKurileAre, themapareashows aremarkablechange in

topography whereaflatland, about 400m above sea level, is

flankedbythebackbonerange andextends in the directionof

NNW--SSE. Thisflattopographyisdevelopedfarthernorthand

southbeyondtherange. MashuVolcanoisaseriesofvolcanoes

includingKamuinupuri-dake , Nishibetsu-dakeandthepeakssurro ・
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undingLakeMashu. LakeMashuisanearlyovalcalderalake,

7.5kminlongerdiameterand5.5kminshorterdiameter. Thecaldｭ

erawall , about300m high , formsprecipitouscliffs. Kamuinupuriｭ

dake, whichsubsequentlyformedtothesoutheastofthiscaldera,

isasteepKonide , havingatitssummitarelativelylargecaldera,

about1.5kmindiameterand400m indepth. Nishibetsu-dake,

adjacenttothesoutheastofMashuVolcano, hasahorseshoe-shaped

caldera-likedepressionwideopentothenorth. Dissectionhas

muchprogressedascomparedwiththeformertwovolcanoes.

Tothesouthofthebackbonerangeisdevelopedaflattableｭ

land, 180--120m abovesealevel.Theaforesaid400mhighflatland

betweenMashuVolcanoandShibetsu-yamacontinuestothistablｭ

elandwhichjoinstheKonsenPlain, withoutshowinganytopogrｭ

aphicchanges, andalsostretchesnorthwardbeyondthebackbone

rangetojoinaflatplanealongtheSattsuruRiver. Alltheseflat

planesarecoveredbytheNitasandbed.

Geology

Thegeologicalclassi 白cation intheareaandtheirsuccession

aresummarisedasfollow.

Quarternaryｷ..

Alluviumｷ

Alluvium---ｭ
Dilvuiumｷｷｷ

Dilvum ・

Dilvium---ｭ
Plioceneｷｷｷ

fLakedeposits , Talusdeposits,

lYoungerVolcanicashes.

{Kamuinupuri 叫anics

Nitasandbed.

Kiyosatoweldedtu 百.

MashiiVolcanics.

Kamisattsuruformation.

KuccharoVolcanics.

Shibetsudakelava.

・ 677 m lava.

Shibetsuyamalava

Atakkuchalava

&.679.1m lava
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rTatekunnaiformation

Tertiary· ……・ Miocene·.. …・~ Shitabanoborilava

lPaushibetsuformation

ThebasementofthismapareaiscomposedofthePaushibetsu

formationandtheShitabanoborilava , bothbelongingtotheMiocｭ

eneepochofNeogeneTertiary. Itconsistsofgreentu 百， which

extendsfromtheShiretokoPeninsulaandisdevelopedinEastern

Hokkaido , andofrhyolite. Thesebasementrocks are scarcely

exposedontheriverbednearthebackbonerange, whereerosion

hasmuchadvanced.

TheTatekunnaiformation , consi只ting chieflyofmudstoneand

muddyshalewhichisaccompanied bypumiceous tu 百， restson

thePaushibetsuformation.

UnconformablycoveringtheseMiocene beds , thefollowing

volcanicrocksaredistributedinthebackbonerange: the ム 679.1 m

lava, theAtakuccha lava , theShibetsu-yama lava, the ・ 677m

lava, andthe Shibetsu-dake lava. The ageof these lavas is

PlioceneofTertiaryperiodorDilviumofQuaternaryperiod.

ThevolcanicrocksbelongingtoDilviumcanbeclassi 白ed into

twogroups , oneisrelatedtoKuccharoVolcanoandtheother is

relatedtoMashiiVolcano.

Therocksresultedfrom the volcanic activity of Kuccharo

VolcanoaretheKenekaweldedtu 百， theDaiichi-Tenbδdai welded

tu 百， theKuccharoweldedtu 百， andthe Kuccharo pumicebed.

TheKenekaweldedtuffisagrayishbluehypersthene-andesiticweldｭ

edtuff , distributedalongtheKenekaRiver. TheDaiichi-Tenbδdai

weldedtu 百 is anaugitedacitewidelydistributedfromtheDaiichiｭ

Tenbδdai tothewestfoot of MashuVolcano. TheKuccharo

weldedtuffandtheKuccharopumicebed, distributedonthenorth

bankofLakeMashu, areaugite-bearinghypersthene dacite , and

bothareunconformablycoveredbytheKamisattsuruformation.

TheserocksarerelatedtotheformationoftheKuccharocaldera
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intheadjacentmapsheet.

Thefollowingrocksarerelatedtothevolcanicactivityof

MashiiVolcano. TheNishibetsulavaconstitutesNishibetsu-dake,

thesummitofwhichhasacalderamarkedlydissectedbyerosion.

Thelavaisolivine-bearingaugite-hyperstheneandesite. The

Mashii lavas, 1stthrough 6th, constitutethebodyof Mashii

Volcano. Theyaremostly augite-hypersthene andesite, partly

accompaniedbyolivine-bearingaugite-hyperstheneandesite. The

Moshibetsupumicebediswidelydistributedinthevicinityofthe

MoshibetsuRiverandalsointhevicinityofTeshikagaoutofthe

maparea. Itisadark-gray, poorlyvesicular pumice, andis

weaklyweldedinthevicinityof Teshikaga. Itslightologyis

hypersthenedacite. Thispumicebedisrelatedtothebirthof

Mashiicaldera. TheKamuishu-tolavaisalavadomewhich

madeitsappearanceinMashiicalderaafter the caldera was

formed. Itisanaugite-bearinghypersthenedacite. TheKiyosato

weldedlavaisahighlyglassy , augite-bearinghyperstheneandesitic

lava, butitssourcehasnotbeenconfirmedwithinthemaparea.

Allthesevolcanicrocks areunconformablycoveredbythe

Nitasandbed. TheNitasandbediscomposedofcoarse-grained

sandsand 自ne pebbles, and iswell stratified owingto sorting.

Itcoversthelevelplanebetween MashiiVolcano andShibetsuｭ

yama, andextendsnorthandsouth. Thisbedcorrespondstothe

Sattsuruformation in the adjacentShari-dake sheet , whichis

distributedinflatlandsabout100m abovesealevel.

TheageofMashiiVolcanowasformerlyassignedtoAlluvium

byIshikawa, Katsui , andothers, butthepresentwritersconsider

thatthevolcanois attributable to Pleistocene volcanic activity,

forthereasonthatthelavasconstitutingMashiiVolcanoandthe

MoshibetsupumicebedwhichwasrelatedtothebirthofMashii

calderahavebeenerodedandunconformablycoveredbytheNita

sandbedwhichiscorrelatable withtheSattsuru formation , as
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alreadymentioned.

SucceedingtheformationofMashiicaldera, thevolcanicactiｭ

vityofKamuinupuriVolcanobeganonthesoutheasterninnerside

ofthecaldera. Kamuinupuri-dakeiscomposedofKamuinupuri

lavas, 1stand2nd , bothbeingaugite-hyperstheneandesite. Wheｭ

thertheselavasarePleistoceneor Alluvium in agecannotbe

determined , astheirrelationshipwithothersedimentsisunknown.

BelongingtoAlluviumaretheKamuinupuripumicebed and

theyounger volcanic ashes. The Kamuinupuripumicebed is

composedoffalloutpumiceandisdistributedaroundKamuinupuriｭ

dake. AtthewestfootofKamuinupuri-dake , weldinghasprogrｭ

essed , formingblackandthicknaturalglass.Theyoungervolcanic

ashes ,coveringalmostthewholeareaofthissheet, comprisevolcｭ

anicashesandpumices. MashiiVolcanohasbeenconsideredtheir

30urce , butthegreaterportionofthemisrelatedtothevolcanic

activityofKamuinupuriVolcano.

EconomicGeology

ThegreentuffoftheShiretokoPeninsulaisattractingpeopｭ

Ie'sattention , becauseofitsassociationwithmetallicoredeposits.

Whithinthismaparea.distributionofthegreentu 百 is poorand

nooredepositsarefound. However, intheShitabanoborilavain

theupperreachesofthePommoanRiverandin thevicinityof

Nita, faultsofE-W strikeoccur.accompaniedbyfissuresrunning

inthesamedirectionasthefaults , andthesefissuresshowsigns

ofmineralizationsuchaspyriteimpregnationandargillization.

HotspringsarefoundinthedrainagebasinoftheMoshibetsu

River , centeringontheY6rδushi HotSpring. Thethermalwater,

gushingoutoftheE- 羽T trendingcracksofthePaushibetsuformｭ

ation , ishighintemperatureandsuperiorinquality, sothatafuture

developmentisexpected.
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